
DAC7614

特　長
● 低消費電力：20mW

● ユニポーラまたはバイポーラ動作

● セトリングタイム：10µs(0.012%まで)
● 直線性および単調性：12ビット(–40℃～+85℃)

● ユーザが選択できるミッドスケールまたはゼロ
スケール･リセット

● DAC8420のセカンドソース

● パッケージ：小型20ピンSSOP

アプリケーション
● ATEピン･エレクトロニクス

● プロセス制御

● 閉ループ･サーボ制御

● モータ制御

● データ･アクイジション･システム

クワッド、シリアル入力、12ビット電圧出力

Ｄ/Ａコンバータ

PDSJ-1445C March,1998
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概　要
DAC7614は、–40℃から+85℃の温度範囲にわたり12
ビットの単調性が保証された、クワッド、シリアル入力、
12ビット電圧出力D/Aコンバータ(DAC)です。すべてのレ
ジスタをミッドスケール(800Ｈ)またはゼロスケール(000Ｈ)
にクリアする非同期リセット機能(RESETSELピンにより
選択可能)を備えています。単一電源(+5V)でも両電源(±
5V)でも動作します。

小型で低消費電力なDAC7614は、プロセス制御、データ･
アクイジション･システム、閉ループ･サーボ制御に理想
的です。パッケージは、16ピン･プラスチックDIP、16ピ
ンSOP、20ピンSSOPで供給され、–40℃から+85℃の温
度範囲で保証されています。



2

仕様
特に記述のない限り、TA = –40℃～+85℃、VDD = +5V、VSS = –5V、VREFH = +2.5V、VREFL= –2.5Vです。

DAC7614E,P,U DAC7614EB,PB,UB

このデータシートに記載されている情報は、信頼し得るものと考えておりますが、不正確な情報や記載漏れ等に関して弊社は責任を負うものではありません。情
報の使用について弊社は責任を負えませんので、各ユーザーの責任において御使用下さい。価格や仕様は予告なしに変更される場合がありますのでご了承下さい。
ここに記載されているいかなる回路についても工業所有権その他の権利またはその実施権を付与したり承諾したりするものではありません。弊社は弊社製品を生
命維持に関する機器またはシステムに使用することを承認しまたは保証するものではありません。

＊印は、DAC7614P、Uのグレードと同じ値であることを示します。

注: (1)VSS = 0Vの場合,仕様は00AH以上のコードに適用されます。(2)LSBは最下位ビットを意味します。VREFHが+2.5V、VREFLが–2.5Vの場合、1LSBは1.22mVで
す。(3)すべてのDAC出力は、仕様に規定された誤差の範囲内でマッチします。(4)ゼロスケール誤差またはフルスケール誤差を含まない理想的な出力電圧です。
(5)VSS ＝ –5Vの場合は、コード000HからFFFHまで、またはFFFHから000Hまでのフルスケール･ステップです。VSS ＝ 0Vの場合は、コード000HからFFFHまでの
正のフルスケール･ステップおよびコードFFFHから00AHまでの負のステップです。

パラメータ 条件 最小 標準 最大 最小 標準 最大 単位

精度
直線性誤差(1) VSS = 0Vまたは–5V ±2 ±1 LSB(2)

直線性マッチング(3) VSS = 0Vまたは–5V ±2 ±1 LSB
微分直線性誤差 VSS = 0Vまたは–5V ±1 ±1 LSB
単調性 12 ∗ Bits
ゼロスケール誤差 コード = 000H ±4 ∗ LSB
ゼロスケール･ドリフト 2 5 ∗ ∗ ppm/℃
ゼロスケール･マッチング(3) ±2 ±1 LSB
フルスケール誤差 コード = FFFH ±4 ∗ LSB
フルスケール･マッチング(3) ±2 ±1 LSB
ゼロスケール誤差 コード = 00AH、VSS = 0V ±8 ∗ LSB
ゼロスケール･ドリフト VSS = 0V 5 10 ∗ ∗ ppm/℃
ゼロスケール･マッチング(3) VSS = 0V ±4 ±2 LSB
フルスケール誤差 コード = FFFH、VSS = 0V ±8 ∗ LSB
フルスケール･マッチング(3) VSS = 0V ±4 ±2 LSB
電源除去 30 ∗ ppm/V

アナログ出力
電圧出力(4) VSS = 0Vまたは–5V VREFL VREFH ∗ ∗ V
出力電流 –1.25 +1.25 ∗ ∗ mA
負荷キャパシタンス 発振なし 100 ∗ pF
短絡電流 +5、–15 ∗ mA
短絡時間 無制限 ∗

リファレンス入力
VREFH入力レンジ VSS = 0Vまたは–5V  VREFL+1.25 +2.5 ∗ ∗ V
VREFL入力レンジ VSS = 0V 0 VREFH–1.25 ∗ ∗ V
VREFL入力レンジ VSS = –5V –2.5 VREFH–1.25 ∗ ∗ V

ダイナミック特性
セトリングタイム(5) ±0.012%まで 5 10 ∗ ∗ µs
チャンネル間クロストーク フルスケール･ステップ 0.1 ∗ LSB

他の任意のDAC、RL = 2KΩ
出力雑音電圧 帯域幅：0Hz～1MHz 40 ∗ nV/√Hz

デジタル入出力
ロジック･ファミリ TTLコンパチブルCMOS ∗
ロジック･レベル
　VIH ❘ IIH❘  ≤ 10µA 2.4 VDD+0.3 ∗ ∗ V
　VIL ❘ IIL❘  ≤ 10µA –0.3 0.8 ∗ ∗ V
データ･フォーマット ストレート･バイナリ ∗

電源条件
VDD 4.75 5.25 ∗ ∗ V
VSS If VSS ≠ 0V –5.25 –4.75 ∗ ∗ V
IDD 1.5 1.9 ∗ ∗ mA

ISS –2.1 –1.6 ∗ ∗ mA
消費電力 VSS = –5V 15 20 ∗ ∗ mW

VSS = 0V 7.5 10 ∗ ∗ mW

温度範囲
仕様に規定された性能 –40 +85 ∗ ∗ ℃
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絶対最大定格(1)

VDD～VSS ................................................................................. –0.3V～+11V
VDD～GDN ............................................................................. –0.3V～+5.5V
VREFL～VSS ....................................................................... –0.3V～(VDD–VSS)
VDD～VREFH ....................................................................... –0.3V～(VDD–VSS)
VREFH～VREFL .................................................................... –0.3V～(VDD–VSS)
デジタル入力電圧(対GDN) ............................................. –0.3V～VDD+0.3V
最大接合部温度................................................................................ +150℃
動作温度範囲 ....................................................................... –40℃～+85℃
保存温度範囲 ..................................................................... –65℃～+150℃
リード温度(10秒間の半田付け) ....................................................... +300℃

注：(1)定格を超えるオーバ･ストレスは、デバイスに永久的な損傷を与えま
す。絶対最大条件下に長時間置いた場合は、デバイスの信頼性が低下するこ
とがあります。

　　  静電気放電対策
静電気放電はわずかな性能の低下から完全なデバイスの故障に
至るまで、様々な損傷を与えます。すべての集積回路は、適切
なESD保護方法を用いて、取扱いと保存を行うようにして下さ
い。高精度の集積回路は、損傷に対して敏感であり、極めてわ
ずかなパラメータの変化により、デバイスに規定された仕様に
適合しなくなる場合があります。

最大直線性誤差 　 最大微分直線性 パッケージ
モデル (LSB) (LSB) パッケージ 図番号(1) 仕様温度範囲 発注番号(2) 供給時の状態

DAC7614P ±2 ±1 16ピンDIP 180 –40℃～+85℃ DAC7614P マガジン
DAC7614PB ±1 ±1 16ピンDIP 180 –40℃～+85℃ DAC7614PB マガジン
DAC7614U ±2 ±1 16ピンSOP 211 –40℃～+85℃  DAC7614U マガジン
DAC7614U ±2 ±1 16ピンSOP 211 –40℃～+85℃  DAC7614U/1K テープリール
DAC7614UB ±1 ±1 16ピンSOP 211 –40℃～+85℃ DAC7614UB マガジン
DAC7614UB ±1 ±1 16ピンSOP 211 –40℃～+85℃ DAC7614UB/1K テープリール
DAC7614E ±2 ±1 20ピンSSOP 334 –40℃～+85℃ DAC7614E マガジン
DAC7614E ±2 ±1 20ピンSSOP 334 –40℃～+85℃ DAC7614E/1K テープリール
DAC7614EB ±1 ±1 20ピンSSOP 334 –40℃～+85℃ DAC7614EB マガジン
DAC7614EB ±1 ±1 20ピンSSOP 334 –40℃～+85℃ DAC7614EB/1K テープリール

パッケージ情報/ご発注の手引き

注：(1)詳細図および寸法表は、データシートの巻末を参照して下さい。(2)スラッシュ(/)の付いたモデルは、その後に示される数量を単位として、テープリール
でのみ供給されます(例えば、/1kは1,000個で1リールであることを示します)。「DAC7614EB/1K」 をご発注の場合、DAC7614EBが1,000個入ったテープリールが
1本納入されます。
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Top View

ピン配置ーP、Uパッケージ
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ピン 名称 説明

1 VDD 正のアナログ電源電圧、公称+5V。

2 VOUTD DAC D電圧出力

3 VOUTC DAC C電圧出力

4 VREFL リファレンス入力電圧“ロー”。全てのDACの最
小出力電圧を設定。

5 VREFH リファレンス入力電圧“ハイ”。全てのDACの最
大出力電圧を設定。

6 VOUTB DAC B電圧出力

7 VOUTA DAC A電圧出力

8 VSS 負のアナログ電源電圧、公称0Vまたは–5V。

9 GND グランド

10 SDI シリアルデータ入力

11 CLK シリアルデータ･クロック

12 CS チップセレクト入力

13 NIC 内部接続なし

14    LOADDACS LOADDACSが“ロー”のとき、選択されたDACレジ
スタが透過的になる。LOADDACSが“ハイ”のとき
は、DACレジスタがラッチされた状態になる。

15 RESET 非同期リセット入力。“ロー”のとき、全てのDACレ
ジスタがゼロスケール(000H)またはミッドスケール
(800H)に設定される。設定されるコードRESETSEL
によって決まる。

16    RESETSEL RESETSELが“ロー”のとき、RESETを“ロー”に
すると全てのDACレジスタがコード000Hに設定され
る。RESETSELが“ハイ”のとき、RESETを“ロー”
にするとレジスタがコード800Hに設定される。

ピン構成ーP、Uパッケージ

ピン構成－Eパッケージ

Top View SSOP
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ピン構成－Eパッケージ

ピン 名称 説明

1 VDD 正のアナログ電源電圧。公称 + 5V。
2 VOUTD DAC D電圧出力
3 VOUTC DAC C電圧出力
4 VREFL リファレンス入力電圧“ロー”。全てのDAC

の最小出力電圧を設定。
5 NIC 内部接続なし
6 NIC 内部接続なし
7 VREFH リファレンス入力電圧“ハイ”。全てのDAC

の最大出力電圧を設定。
8 VOUTB DAC B電圧出力
9 VOUTA DAC A電圧出力
10 VSS 負のアナログ電源電圧。公称0Vまたは–5V。
11 GND グランド
12 SDI シリアルデータ入力
13 CLK シリアルデータ･クロック
14 CS チップセレクト入力
15 NIC 内部接続なし
16 NIC 内部接続なし
17 NIC 内部接続なし
18 LOADDACS LOADDACSが“ロー”のとき、選択された

DACレジスタが透過的になる。
LOADDACSが“ハイ”のときはラッチされ
た状態になる。

19 RESET 非同期リセット入力。“ロー”のとき全ての
DACレジスタがゼロスケール(000H)または
ミッドスケール(800H)に設定される。設定
されるコードはRESETSELによって決まる。

20 RESETSEL RESETSELが“ロー”のとき、RESETを
“ロー”にすると、全てのDACレジスタが
コード000Hに設定される。RESETSELが
“ハイ”のとき、RESETを“ロー”にすると、
レジスタがコード800Hに設定される。
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代表的性能曲線： VSS = 0V
特に記述のない限り、TA = +25℃、VDD = +5V、VSS = 0V、VREFH = +2.5V、VREFL = 0V、代表的ユニットです。
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代表的性能曲線： VSS = 0V
特に記述のない限り、TA = +25℃、VDD = +5V、VSS = 0V、VREFH = +2.5V、VREFL = 0V、代表的ユニットです。

LINEARITY ERROR  vs CODE
(DAC C, –40°C and +85°C)
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代表的性能曲線： VSS = –5V
特に記述のない限り、TA = +25℃、VDD = +5V、VSS = –5V、VREFH = +2.5V、VREFL = –2.5V、代表的ユニットです。

LINEARITY ERROR and 
DIFFERENTIAL LINEARITY ERROR vs CODE
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LINEARITY ERROR and 
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LINEARITY ERROR and 
DIFFERENTIAL LINEARITY ERROR vs CODE
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LINEARITY ERROR vs CODE
(DAC B, –40°C and +85°C)
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代表的性能曲線： VSS = –5V
特に記述のない限り、TA = +25℃、VDD = +5V、VSS = –5V、VREFH = +2.5V、VREFL = –2.5V、代表的ユニットです。
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動作原理
DAC7614は、クワッド、シリアル入力、12ビット電圧出力D/
Aコンバータ(DAC)です。アーキテクチャは、クラシックなR-2R
ラダー構成で、後段にバッファとして機能するオペアンプがあ
ります。各DACごとにR-2Rラダー･ネットワークと出力オペアン
プがありますが、リファレンス電圧入力はすべてのDACで共有
しています。最小電圧出力(“ゼロスケール”)および最大電圧出力
(“フルスケール”)は、それぞれ外部電圧リファレンスVREFLおよび
VREFHによって設定します。デジタル入力は、12ビットのDAC
コードと４つのDACのいずれかを選択する2ビットのアドレス･
コードを含む16ビットのシリアル･ワードです(残りの2ビットは
未使用)。コンバータは+5Vの単一電源または±5Vの両電源で動作
させることができます。各デバイスは、すべてのDACおよび内
部レジスタの出力電圧を直ちにゼロスケール(コード000H)または
ミッドスケール(コード800H)に設定するリセット機能を備えてい
ます。リセット･コードは、RESETSELピンの状態によって選択
します(“ロー” = 000H、“ハイ” = 800H)。DAC7614の基本動作につ
いては図1および2を参照して下さい。

アナログ出力
VSS = –5V(両電源動作)のとき、出力アンプは–40℃から+85℃の
温度範囲で電源レールの2.25V以内までスイングできます。VSS =
0V(単一電源動作)のとき、出力はグランドまでスイングできま
す。グランドにきわめて近い電圧では、出力オペアンプのセト
リングタイムが長くなることに注意して下さい。VSS = 0Vのとき
は、ゼロスケール誤差の測定にも注意が必要です。出力アンプの
オフセットが負の場合、出力電圧はグランド以下にスイングでき
ないため、最初のいくつかのデジタル入力コード(000H、001H、
002Hなど)に対して出力電圧が変化しないことがあります。
アプリケーションによっては出力アンプの動作が重要になりま
す。短絡条件(DAC出力をグランドに短絡)では、出力アンプの
ソース電流よりもシンク電流の方がずっと大きくなります。短
絡電流の詳細については、仕様の表を参照して下さい。

図1. DAC7614の基本的な単一電源動作

図2. DAC7614の基本的な両電源動作
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注：(1)表示はP、Uパッケージのものです。(2)図の構成では、RESET “ロー”ですべての内部レジスタがコード000H(0V)に設定されます。RESETSELが“ハイ”
の場合は、RESET “ロー”ですべての内部レジスタがコード800H (1.25V)に設定されます。

注：(1)表示はP、Uパッケージのものです。(2)図の構成では、RESET “ロー”ですべての内部レジスタがコード800H (0V)に設定されます。RESETSELが“ロー”
の場合は、RESET “ロー”ですべての内部レジスタがコード000H (–2.5V)に設定されます。
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記号 説明  最小 標準 最大 単位

tDS データ有効からCLKの立ち上がりまで 25 ns
tDH CLK立ち上がり後のデータ有効保持 20 ns
tCH CLK “ハイ” 30 ns
tCL CLK “ロー” 50 ns
tCSS  CS “ロー”からCLKの立ち上がりまで 55 ns
tCSH CLK “ハイ”からCSの立ち上がりまで 15 ns
tLD1  LOADDACS “ハイ”からCLKの立ち上がりまで 40 ns
tLD2 CLKの立ち上がりからLOADDACS “ロー”まで 15 ns
tLDDW LOADDACS “ロー”時間 45 ns
tRSSH  RESETSEL有効からRESET “ロー”まで 25 ns
tRSTW  RESET “ロー”時間 70 ns
tS セトリングタイム 10 µs

リファレンス入力
リファレンス入力VREFLおよびVREFHは、VREFHがVREFLより1.25V
以上高い限り、VSS+2.25VからVDD–2.25Vまでの任意の電圧を使
用することができます。各DACの最小出力は、VREFL–1LSB+わず
かなオフセット電圧(ほぼ出力オペアンプのオフセット)に等しく
なります。最大出力は、VREFH+同様のオフセット電圧に等しくな
ります。VSS(負電源)は、グランドに接続するか、–4.75Vから–5.25V
の範囲に保たなければならないことに注意して下さい。VSSの電圧
は、コンバータ内部の複数のバイアス･ポイントを設定します。
VSSが上記の2つの構成のいずれでもない場合、バイアス値が不正
になり、デバイスの正しい動作が保証されません。
リファレンス入力に流れ込む電流は、DACの出力電圧に依存
し、数マイクロアンペアから約0.6ミリアンペアまでの範囲で変
動します。DAC7614のパッケージのできるだけ近くに0.1µFのコ
ンデンサを配置してリファレンス電圧をバイパスすることを強
く推奨します。

デジタル･インターフェース
図3および表ＩにDAC7614の基本的なタイミングを示しま
す。インターフェースは、シリアル･クロック(CLK)、シリア
ル･データ(SDI)、ロードDAC信号(LOADDACS)から構成され
ます。また、複数のシリアル･デバイスがあるときにシリアル通
信をイネーブルにするチップ･セレクト(CS)入力もあります。非
同期リセット入力(RESET)を使用すると、起動時、周期的リ
セットまたは緊急リセット時に簡単に既知の状態に設定するこ
とができます。

表Ｉ. タイミング仕様(TA = –40℃～+85℃)

DACコードとアドレスは、図3に示す16ビットのシリアル･イ
ンターフェースで転送されます。最初の2ビットは、入力レジス
タの選択に使用され、LOADDACSが“ロー”になると更新されま
す(表ΙΙ参照)。次の2ビットは未使用です。最後の12ビットは、
DACコードで、MSBファーストで転送されます。

図3. DAC7614のタイミング
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注：(1)CSおよびCLKは、相互に交換が可能です。(2)H = ロジック“ハイ”。(3)
X = 無視。(4)L = ロジック“ロー”。(5)正のロジック遷移。(6)“疑似クロック”
によるシフト･レジスタのシフトや変化を防止するため、“ハイ”の値を推奨し
ます。(7)LOADDACSが“ロー”の間にシリアル･レジスタにデータがクロック･
インされた場合は、シフト･レジスタのＡ1およびＡ0ビット･クロックが流さ
れ、選択されたDACレジスタが変化します。この場合、誤って選択された各
DACレジスタのデータは破壊されます。(8)RESET“ロー”でシリアル･シフト･
レジスタの内容は変化しません。

表III. シリアル･シフト･レジスタの真理値表

選択された 選択された
A1 A0 LOADDACS RESET DACレジスタ 入力レジスタの状態

L(1) L L H Ａ トランスペアレント

L H L H Ｂ トランスペアレント

H L L H Ｃ トランスペアレント

H H L H Ｄ トランスペアレント

X(2) X H H なし (すべてラッチ)

X X X L すべて リセット(3)

注：(1)L = ロジック“ロー”。(2)X = 無視。(3)RESETSELの状態に応じて000H
または800Hにリセットされます(“ロー” =  000H、“ハイ” = 800H)。RESETが
立ち上がると、ラッチされた状態のすべてのレジスタはリセット値を保持し
ます。

表II. 制御ロジックの真理値表

CS(1) CLK(1) LOADDACS RESET シリアル･シフト･レジスタ

H(2) X(3) H H 変化しない

L(4) L H H 変化しない

L ↑(5) H H 1ビット進む

↑ L H H 1ビット進む

H(6) X L(7) H 変化しない

H(6) X H L(8) 変化しない

CSおよびCLKはＯRゲートで結合され、その出力がDAC7614
内部のシリアル･ツー･パラレル･シフト･レジスタを制御するこ
とに注意して下さい(このデータシートの表紙のブロック図を参
照)。この2つの入力は、相互に交換が可能です。また、シリアル
転送の最後でCSが立ち上がったときのCLKの状態にも注意する
必要があります。CSが立ち上がったときにCLKが“ロー”の場
合、ＯRゲートから立ち上がりエッジがシフト･レジスタに出力
され、さらに1ビット内部データがシフトします。この結果、
データが不正になり、誤ったDACレジスタが選択される可能性
があります。
CSおよびCLKの両方を使用する場合は、CLKが“ハイ”のとき
のみCSを立ち上げることが必要です。一方だけ使用する場合
は、CSまたはCLKのどちらでもシフト･レジスタを動作させるこ
とができます。詳細については、表ΙΙΙを参照して下さい。

デジタル入力のコーディング
DAC7614の入力データは、ストレート･バイナリ･フォーマッ
トです。出力電圧は、次式によって与えられます。

ここで、Nはデジタル入力のコード(10進)です。この式には、
オフセット(ゼロスケール)またはゲイン(フルスケール)誤差の影
響は含まれていません。

 (VREFH – VREFL) • N
4096

VOUT = VREFL +
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レイアウト
高精度なアナログ･コンポーネントには、慎重なレイアウト、十
分なバイパス、およびクリーンで安定な電源が必要です。
DAC7614は、単一電源動作が可能なため、しばしばデジタル･ロ
ジック、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、デジタ
ル信号プロセッサの近くで使用されます。設計に使用されるデ
ジタル･ロジックが多いほど、またスイッチング速度が高いほ
ど、コンバータの良好な性能を達成することが難しくなります。
DAC7614のグランド･ピンは1本で、デジタルおよびアナログ
のすべてのリターン電流がGNDピンに流れます。理想的には、
GNDを直接アナログ･グランド･プレーンに接続します。このプ
レーンは、システムの電源エントリ･ポイントで接続するまで、デ
ジタル･コンポーネントのグランド接続から分離します(図4参照)。
VDD(接地しない場合はVSSも同様)に供給する電源は、十分に安

定で低雑音であることが必要です。スイッチング電源および
DC/DCコンバータは、しばしば出力電圧に高周波グリッチやス
パイクを発生させます。また、デジタル･コンポーネントも、内
部ロジックの状態が変化するときに同様の高周波スパイクを発
生させることがあります。このような雑音は、電源の接続部と
アナログ出力間の各種の経路から容易にDAC出力電圧とカップ
リングします。
GNDの接続と同様、VDDは、電源エントリ･ポイントで接続す
るまでデジタル･ロジックの接続部から分離された+5Vの電源プ
レーンまたはパターンに接続することが必要です。また、図４
に示す1µFから10µFのコンデンサおよび0.1µFのコンデンサの使
用を強く推奨します。状況によっては、100µFの電解コンデンサ
またはコイルとコンデンサの“Pi”フィルタによる追加のバイパス
も必要になります。これらはいずれも本質的に+5V電源の高周波
雑音を除去するローパスフィルタとして使用されます(図4参照)。

図4 .デジタル･システムと+5V電源を共有するDAC7614で推奨される電源およびグランド接続。
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外観

BBJ990203K

INCHES MILLIMETERS
DIM MIN MAX MIN MAX
A — .210 — 5.33
A1 .015 — 0.38 —
A2 .115 .195 2.92 4.95
b .014 .022 0.36 0.56
b2 .045 .070 1.14 1.78
b3 .030 .045 0.76 1.14
c .008 .014 0.20 0.36
D .735 .775 18.67 21.34
D1 .005 — 0.13 —
E .300 .325 7.62 8.26
E1 .240 .280 6.10 7.11
e       .100 BASIC    2.54 BASIC
eA .300 BASIC 7.63 BASIC
eB — .430 — 10.92
eC .000 .060 0.00 1.52
L .115 .150 2.92 3.81
N            16            16

INCHES MILLIMETERS
DIM MIN MAX MIN MAX
A .0926 .1043 2.35 2.65
A1 .004 .0118 0.10 0.30
B .013 .020 0.33 0.51
C .0091 .0125 0.23 0.32
D .3977 .4133 10.10 10.50
E .2914 .2992 7.40 7.60
e .050 BASIC 1.27 BASIC
H .394 .419 10.00 10.65
h .010 .029 0.25 0.75
L .016 .050 0.40 1.27
N 16 16
∝ 0° 8° 0° 8°

パッケージ番号180 –16ピン･プラスチック、シングル幅DIP

パッケージ番号211 – 16ピンSOP

パッケージ番号334 – 20ピンSSOP

INCHES MILLIMETERS
DIM MIN MAX MIN MAX

A — .079 — 2.00
A1 .002 — 0.05 —
A2 .065 .073 1.65 1.85
b .009 .015 0.22 0.38
c .004 .010 0.09 0.25
D .272 .295 6.90 7.50
E .291 .323 7.40 8.20

E1 .197 .220 5.00 5.60
e .0256 BASIC 0.65 BASIC
L .022 .037 0.55 0.95
L1 .049 REF 1.25 REF
N 20 20
θ 0° 8° 0° 8°

R1 .004 — 0.09 —


